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■ 事 務 局 ／ 福島県いわき市平字白銀町 4-13 不二屋第二ビル２F

■ 例 会 場 ／ いわきワシントンホテル椿山荘

■ 例 会 日 ／ 毎週木曜日 p.m.12:30 ～ 13:30

（0246）25-3000

（0246）35-3000

http://iwakitaira-rc.jp/2530

2024～2025年度国際ロータリーのテーマ
「ロータリーのマジック」

THE MAGIC OF ROTARY

第 3379 例会（27号）　2025 年３月６日（木）曇り

〔点鐘・国歌斉唱・ロータリーソング（我らの生業）・
ロータリーの目的（中野崇之会員）・四つのテスト（新
妻純男会員）〕

中野崇之会員 新妻純男会員

　いわき平ロータリークラブの皆
さまにも力添えいただいている海
岸林の再生活動について、これま
での歩みをお伝えさせていただき

ます。私たちは栃木県益子町の小さなNPOです。
高齢化・過疎化の中で手入れが行き届かなくなった
里山を、若い力を借りながら豊かにしていこうとい
うボランティア活動を企画運営しています。今はノ
コギリを使ったことがないという若者もたくさんい
ます。
　東日本大震災が発生し、少しでもできることはな
いかと思い、４月にいわきを訪れました。毎週ワゴ
ン車で通い、初めは被災した家の片付けなどをして
いました。そして、環境に関わる活動で長く支援に
携わっていきたいと思うようになりました。海岸清
掃活動に取り組んでいるうち、いわきの森に親しむ
会の皆さんと出会い、仮設住宅を回り、海岸で倒れ
た松の木を使ってプランターを作り、花を植える活
動をしました。さらに、海岸林の再生に市民の力で
取り組んでいきたいと考え、ボランティアの皆さん
とともに、寄付を財源に苗を植えるプロジェクトを
始めました。
　いわき平ロータリークラブの皆さまにも初期の頃
から来ていただき、まずは枯れた木の片付け、植え
る場所づくりを進めていただきました。全国からも
たくさんの支援があり、これまで１万１千人の皆さ
んに来ていただきました。ロータリークラブの皆さ
んに植えていただいた木も、かなり大きく成長して
います。植えてから下草を刈る大変な作業にも協力
していただきました。ここ２、３年は新舞子公園の

特定非営利活動法人 トチギ環境未来基地

� 理事長　塚　本　竜　也 様

第２駐車場隣のいわき市の土地でロータリークラブ
の皆さんに海岸林の整備を行っていただいておりま
す。植林が進んで次のフェーズに進み、枝を落とし
て風通しをよくする作業などがメーンになってきて
います。皆さんに協力していただいている場所はと
てもきれいで、モデル海岸林になればいいなと思っ
ています。
　埼玉県の種足小学校は修学旅行で毎年来てくれて
いるんですが、2016年の６年生が20歳になって去
年、戻ってきてくれたんです。彼らも、そして彼ら
が植えたであろう松も大きくなっていまして、時間
の経過を感じましたし、松林を取り戻す活動が、い
わきと各地の人々を結んで絆になっているんだと感
じました。
　いわき平ロータリークラブの皆さまには10年にわ
たって活動していただきましたが、まだ小さなエリ
アは残っていますし、間伐の作業もあります。江戸
時代に先人が植えた森が皆さんの力によってまた強
くなり、災害時や日常の暮らしで大切な役割を果た
してくれるように大切に育てていけたらなと思いま
す。時間のかかる取り組みですが、継続していきた
いと思いますので、また現場で作業着でお会いでき
たらと思います。
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「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　渡部育夫　　鈴木孝雄

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

◆出席委員会（島田啓太副委員長）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

３月６日 44 名 23 名

♥有賀行秀さん（塚本理事長毎回お世話様です。卓
話よろしくお願いします）♥飯野光世さん（塚本様
を歓迎して）♥森雄治さん（塚本さん、ありがとう
ございます（毎年））♥松崎浩さん（社会奉仕担当
卓話。塚本理事長よろしくお願いします）♥渡邊有
さん（トチギ環境未来基地 理事長塚本竜也様、卓
話宜しくお願いします）♥越智正典さん（皆さんよ
ろしくお願いいたします）♥黒須幸雄さん（渡部さ
ん局長おめでとうございます）♥野沢達也さん（欠
席がちですみません。オープンさせたお店ロング
トーンも３ヶ月目に入りました。みな様の御来店お
まちしています）♥伊藤盛敏さん（なんとなく！）
♥小林隆太さん（「東山芸妓の夕べ」イベントが５
月18日（日）に開催します。楽しいイベントです。
皆さんのお越しをお待ちしております。私には当然
大きなノルマがございます！）♥郡二三子さん（塚
本さん大変お世話になっております。宜しくお願い
致します）� 以上11名

◆ロータリー財団委員会（鈴木東雄副委員長）
　有賀行秀さん、渡邊有さん、黒須幸雄さん、森雄
治さん、松崎浩さん。� 以上５件

◆米山記念奨学会委員会（飯野光世副委員長）
　有賀行秀さん、渡邊有さん、黒須幸雄さん、森雄
治さん、松崎浩さん。� 以上５件

•�３月のロータリーレートは１ド
ル＝150円です。

　先週の例会後、昨年末の年忘れ家族
会で集めました浄財の残り半分を福音
協会の藁谷理事長に贈呈してまいりま
した。海野事務局長にも同席いただき
ました。藁谷理事長は鈴木東雄さんの
安養寺の御檀家さんなのだそうです。

　さて、本日は特定非営利活動法人・トチギ環境未
来基地の理事長でいらっしゃいます塚本竜也さんを
お迎えしての卓話となります。東日本大震災以降、
津波被害を受けた舞子浜沿いの松林の復興に尽力を
いただいており、非常に感謝いたしております。あ
の松林は「道山林（どうざんばやし）」と呼ばれて
いました。江戸時代、内藤政長公によって造営され
た防災林で防砂の目的が大きかったそうです。東日
本大震災では津波を防ぐ大きな役割を担いました。
道山林の道山は政長公の法名にちなんだ名前なのだ
そうです。
　大國魂神社の宮司さんに聞いた話なのですが、江
戸時代に松林が立派になるとハヤブサの生息地に
なったのだそうです。ここで捕獲されたハヤブサは
鷹匠によって江戸幕府に献納する鷹狩の鷹として育
てられたのだそうです。ハヤブサは２週間ぐらい何
も食べなくとも生活できるそうで、鷹狩に使えるの
はせいぜい１年ほどで、餌をもらえる生活に慣れる
と働かなくなるのだそうです。ハヤブサを使った鷹
狩は鷹とペアにして行うそうで、野にいる鳥や小動
物に小さなハヤブサが急降下で近づいて驚いて動け
ない状態になった獲物を、今度は体の大きな鷹が鋭
い爪でつかみ上げるのだそうです。
　７世紀後半から８世紀前半の頃、今の下大越のあ
たりが政治の中心だったとされていますが、大地震
と津波により流されてしまったのではないか、とい
うことです。県の史跡になっている夏井廃寺塔跡が
あるのですが、ある時地形の研究者が礎石の配列を
見て津波被害を受けたのではないか、と提起したの
だそうです。地名も大越の先には六十枚があり、波
が大きく越えて板戸が 60 枚流れ着いたのではない
かとも考えられるということでした。地形は大きく
変わらないでしょうから道山林により大きく被害が
軽減されたと考えられるのです。
　これからも松林の再生に力を寄せていきたいと思
います。

★本日の例会案内　３月13日（木）12：30 ～
　外部卓話　増子裕昭様「子供食堂に学ぶ」
　　お食事メニュー＝眼張香草パン粉焼き

★次回の例会案内　３月27日（木）12：30 ～
　外部卓話　いわき市医師会長
� みちや内科・胃腸科院長　齊藤道也様
　　お食事メニュー＝海鮮丼
� ※３月20日（木）は休会


